
　

米
林
舞
子
先
生
は
、
生
徒
が
活
動
し
、
自
ら
考
え
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授

業
に
初
任
時
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
き
っ
か
け
は
、

初
任
校
で
の
先
輩
教
師
の
一
言
だ
っ
た
。「
失
敗
が
許
さ

れ
る
の
は
３
年
目
ま
で
。
そ
れ
ま
で
は
何
が
あ
っ
て
も

全
力
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か
ら
、
自
分
が
よ
い
と
思
う
こ
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10:40 振り返りと導入 授業
ハイライト

登
場
人
物
の
言
動
や
情
景
に

込
め
ら
れ
た
心
情
を
、

深
く
理
解
で
き
る
資
質
・
能
力
を
養
う

前時から少し時間が空いたため、授業の冒頭、先生は「主
人公は誰だった？」「門出の時、主人公は何をした？」といっ
た質問をしながら、前時までに学習した内容を振り返った。
その上で、「門出の時に泣いたのは、ただ悲しかったことだ
けが原因なのかな。今日はその点を深めて考えていきましょ
う」と、本時の目標を伝えた。

●
２
年
生
「
古
典
Ｂ
」
の
授
業
で
、『
更
級
日
記
』
の
冒
頭

部
分
を
題
材
と
し
た
全
８
時
間
の
単
元
の
７
時
間
目
。
授
業

の
前
半
は
前
時
ま
で
に
班
ご
と
に
作
成
し
た
本
文
の
紙
芝
居

を
発
表
し
、
後
半
は
個
人
で
作
者
の
心
情
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
っ
た
。（
P. 

23
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

古典

実践

登
場
人
物
の
言
動
に
込
め
ら
れ
た
心
情
を

読
み
取
り
、豊
か
な
感
性
を
養
っ
て
ほ
し
い

米
林
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

＊プロフィールは2018年 3月時点のものです
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と
は
何
で
も
や
り
な
さ
い
」。
初
任
校
は
地
域
か
ら
の
期

待
が
大
き
い
進
学
校
だ
っ
た
が
、
そ
の
言
葉
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
実
績
を
出
す
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
押
し
潰

さ
れ
ず
に
、
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
磨
く
こ
と
が
で

き
た
と
言
う
。

　

今
回
の
授
業
は
、２
年
生
普
通
科
理
系
ク
ラ
ス
の
「
古

典
Ｂ
」
で
、全
８
時
間
の『
更
級
日
記
』（
菅す

が
わ
ら
の原
孝た

か
す
え
の標
女む

す
め）

の
単
元
だ
。こ
の
作
品
は
、関
東
か
ら
上
京
し
た
主
人
公

が
、
父
の
死
や
結
婚
、
宮
仕
え
な
ど
自
身
の
経
験
を
つ

づ
っ
た
回
想
録
で
、
授
業
で
扱
う
の
は
、
関
東
で
の
生

活
か
ら
京
へ
の
門
出
ま
で
を
描
い
た
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

　

１
時
間
目
は
、
本
文
を
読
み
解
く
た
め
の
知
識
を
学

ん
だ
。「
継
母
」の
意
味
を
知
ら
な
い
生
徒
も
い
る
た
め
、

主
人
公
の
継
母
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、『
シ
ン

デ
レ
ラ
』
と
の
比
較
な
ど
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
２
〜
４
時
間
目
は
、
場
面
ご
と
の
音
読
と
現
代

語
訳
を
し
な
が
ら
、「
主
人
公
は
な
ぜ
薬
師
仏
を
造
っ
た

の
か
」「
な
ぜ
早
く
京
に
上
り
た
い
と
思
っ
た
の
か
」
な

ど
の
問
い
を
設
け
、
班
で
話
し
合
わ
せ
た
。

　
「
現
代
語
訳
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
生
徒
の
集
中
力

は
続
き
ま
せ
ん
。
生
徒
が
関
心
を
持
ち
続
け
、
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
１
場
面
ご
と
に
現
代
語
訳
の
ど
こ

に
答
え
が
隠
れ
て
い
る
の
か
を
問
い
か
け
ま
し
た
」

　

５
・
６
時
間
目
は
、
主
人
公
の
心
情
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
５
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、『
更
級
日
記
』
の
紙

芝
居
を
作
成
し
た
。
本
文
を
班
の
人
数
分
の
場
面
に
分

け
、
各
自
が
担
当
す
る
場
面
の
絵
を
描
き
、
小
学
生
に

も
理
解
で
き
る
台
本
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
７
時
間
目

の
本
時
に
、
完
成
し
た
紙
芝
居
を
発
表
。
ほ
か
の
班
の

発
表
も
聞
い
た
上
で
、
門
出
に
お
け
る
主
人
公
の
涙
の

理
由
に
つ
い
て
各
自
で
考
え
、
４
０
０
字
に
ま
と
め
る
。

上
京
し
、
憧
れ
の
『
源
氏
物
語
』
に
出
合
え
る
期
待
と
、

愛
着
あ
る
場
所
や
信
仰
す
る
薬
師
仏
か
ら
離
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
悲
し
さ
が
、
主
人
公
の
心
を
か
き
乱
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
の
が
ね
ら
い
だ
。
解
説
は
８

時
間
目
に
行
う
。

　
「
今
の
生
徒
は
、よ
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
『
や
ば
い
』

の
一
言
で
済
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
代
語
訳
が
一
通

り
済
ん
だ
こ
の
段
階
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
答
え
が
分
か

る
よ
う
な
発
問
は
せ
ず
、
主
人
公
の
言
動
や
情
景
描
写

か
ら
心
の
乱
れ
や
葛
藤
を
読
み
取
り
、
日
本
人
ら
し
い

豊
か
な
感
性
と
語
彙
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
し
た
」

　

米
林
先
生
は
、
目
の
前
の
生
徒
の
気
質
や
能
力
、
教

材
に
応
じ
て
活
動
に
幅
を
持
た
せ
て
い
る
。
今
回
は
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
生

徒
た
ち
に
合
わ
せ
て
紙
芝
居
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
今
回
の
問
い
は
、
本
文
に
直
接
的
に
は
表
れ
て
い
な

い
主
人
公
の
心
情
に
迫
る
も
の
で
す
。
言
葉
だ
け
の
話

し
合
い
で
は
、
生
徒
間
で
理
解
に
ず
れ
が
生
じ
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
絵
を
描
い
て
本

文
の
内
容
を
再
解
釈
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士
で
考

え
を
共
有
で
き
、
よ
り
深
い
読
み
込
み
に
つ
な
が
る
と

10:55 10:45講評 発表

各班の発表が終わる度に、生徒は「聞きやすさ」「分かりやすさ」
などを評価シートに記入。先生は発表に対して、「場面設定が
上手でした」「門出の意味をきちんと理解していたね」といっ
た前向きなコメントをした。評価と並行して、授業後半の活動
の準備として、先生が各班の発表で出てきたキーワードを取り
上げ、教室の後ろの黒板に本文の構造図を描いた。

前時までに各班で作成した紙芝居を、１班約３分間ずつで発
表。タブレットに取り込んでおいた紙芝居をプロジェクターで
投影し、自分が作成を担当した場面を順番に発表した。分か
りやすく伝わる台本や絵にするためには、主人公の心情を深
く考えなければならず、『更級日記』に対する理解が深まった
と、生徒は言う。

生
徒
が
自
分
事
と
し
て

本
文
の
内
容
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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考
え
ま
し
た
」

　

紙
芝
居
の
作
成
過
程
で
は
、
牛
車
を
描
く
た
め
に
古

語
辞
典
を
調
べ
る
な
ど
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
紙
芝
居

と
す
る
た
め
に
工
夫
す
る
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
生
徒
が
古
文
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
工
夫
も

し
て
い
る
。
今
回
は
、
主
人
公
が
故
郷
に
寄
せ
る
複
雑

な
思
い
を
、
生
徒
が
卒
業
時
に
母
校
に
感
じ
る
で
あ
ろ

う
思
い
と
重
ね
合
わ
せ
て
解
説
し
た
。

　
「
窮
屈
で
あ
る
と
同
時
に
愛
着
の
あ
る
場
所
で
も
あ

る
と
い
う
対
比
の
構
造
は
、１
年
後
に
卒
業
を
控
え
た

生
徒
た
ち
が
高
校
に
感
じ
る
気
持
ち
と
重
な
る
部
分
が

多
い
と
思
い
ま
す
。生
徒
が
共
感
で
き
る
視
点
や
切
り

口
を
で
き
る
だ
け
盛
り
込
む
こ
と
で
、自
分
事
と
し
て

古
典
文
学
の
世
界
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
米
林
先
生
は
、
間

違
っ
て
も
よ
い
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

ま
ず
、
班
の
メ
ン
バ
ー
は
活
動
ご
と
に
生
徒
た
ち
自
身

で
決
め
さ
せ
る
が
、
１
班
５
〜
７
人
と
し
て
、
仲
の
よ

い
友
人
だ
け
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ほ
か
に

も
、「
２
人
だ
け
メ
ン
バ
ー
を
変
え
る
」「
男
女
を
同
じ

人
数
に
す
る
」
な
ど
と
指
示
を
変
え
る
こ
と
で
、
メ
ン

バ
ー
が
流
動
的
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
た
ち
自
身
に
班
づ
く
り
を
さ
せ
て
、
社
会
性

を
養
う
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
知
ら
な
い
一
面

を
知
り
、
信
頼
関
係
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。
次
第
に
、
間
違
っ
て
も
大
丈
夫
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
メ
ン
バ
ー
に
聞
い
て
も
よ
い
と
い
っ
た
意
識
が

醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
」

　

年
度
当
初
こ
そ
「
別
の
子
と
一
緒
が
よ
か
っ
た
」
な

ど
と
言
う
生
徒
が
い
た
も
の
の
、
１
学
期
が
終
わ
る
頃

に
は
、
誰
と
組
ん
で
も
き
ち
ん
と
話
し
合
い
が
で
き
る

雰
囲
気
に
な
っ
た
と
言
う
。

　

成
果
の
１
つ
は
、
古
典
文
学
に
興
味
を
持
つ
生
徒
が

増
え
て
い
る
こ
と
だ
。「
こ
の
話
の
続
き
は
ど
う
な
る
ん

で
す
か
」
と
、
米
林
先
生
に
質
問
す
る
生
徒
が
１
年
次

よ
り
も
増
え
た
と
言
う
。

　
「
日
本
や
中
国
の
古
典
に
は
、
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た

生徒が作成した紙芝居の一場面。担当するの
は一場面だが、前後の場面とのつながりも踏
まえてその場面を的確に表すためには、本文
全体を理解する必要がある。

11:25

各自、主人公の涙の理由を400 字でワークシートにまとめる。
先生は、生徒からの質問に対して全員に聞こえるように回答
し、ヒントを与えた。生徒の記述からは、「都に行けるうれし
さと故郷を離れる悲しさが入り乱れていた」など、主人公の
心情をより深く理解している様子が見て取れた。時間内に書
き切れなかった生徒は、放課後までに書き上げて提出した。

11: 10

各班の発表も踏まえて、生徒個々で主人公の涙の意味を考え
る。まず、「涙の理由」について班ごとに話し合わせた後、後
ろの黒板に描いた構造図を基に、先生が解説した。「主人公
が住んでいた田舎はどんな場所だった？」「主人公が家を振り
返った時、何が見えた？」などと問いかけながら、主人公が置
かれた環境や、そこから分かる主人公の心情を整理していく。

課題の記述 解説

間
違
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
つ
く
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

書
く
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
、

思
考
力
を
養
っ
て
ほ
し
い

成
果
と
課
題
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時
に
心
の
支
え
に
な
る
一
節
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
時
、
高
校
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
て
古
典
を
手
に
取
っ
た
り
、
自
分
の
子
ど
も
に

語
り
聞
か
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
課
題
は
書
く
力
の
向
上
だ
。
今
回
の
課
題
で

は
、
指
定
字
数
い
っ
ぱ
い
に
書
い
た
生
徒
が
い
る
一
方
、

２
０
０
字
に
も
満
た
な
い
生
徒
も
い
た
。

　
「
書
く
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
こ
と
は
、

思
考
力
を
養
う
上
で
非
常
に
有
効
な
方
法
で
す
。
書
く

こ
と
に
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
活
動
が
必
要
な
の
か
、
引
き
続
き
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

今
村
玲り
ょ
う

太た

さ
ん
　
米
林
先
生
の
授
業
は
、

自
分
で
調
べ
た
り
、
友
人
と
協
力
し
た

り
し
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
む
の
で
、

理
解
が
深
ま
り
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
今
回

は
、
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
世
界
を
想
像
し
な
が
ら
紙

芝
居
を
作
っ
た
の
で
、
本
文
の
流
れ
が
し
っ
か
り
頭
に

入
り
、
主
人
公
の
心
情
も
よ
り
深
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

漆う
る
し

原は
ら

菜
美
さ
ん
　
難
し
い
課
題
も
、
班

で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
め
る
の
で
、

安
心
し
て
授
業
に
臨
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
て
い
て
も
、
自
分
と
違

う
意
見
が
出
て
く
る
点
も
刺
激
的
で
す
。
今
日
の
発
表

で
は
、
ほ
か
の
班
の
紙
芝
居
を
見
る
こ
と
で
、
自
分
た

ち
と
は
違
う
視
点
や
表
現
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

も
っ
と
伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1
音読。「継母」
とはどのよう
な存在か。

•︎ 主人公と「継母」の関係
を理解する【知識】

①『シンデレラ』を用いて、「継母」に
ついて理解し、主人公にとっての義理
の母であることを確認する。②本文を
音読し、登場人物を把握する。

【主体的な学び】登場人物の人間関係を理解させ、
本文への関心を引き出す。　【深い学び】『シンデ
レラ』におけるシンデレラと継母の関係と、『更級
日記』における主人公と継母の関係を比較させ、
本文読解の鍵である「物語」に着目させる。

2

音 読。 主 人
公「孝標女」
は な ぜ「 薬
師仏」を造っ
たのか。

•︎ 主 人 公が「薬 師 仏 」を
造るに至った心情を読み取
り、説明する【思考力・表
現力】

①本文の現代語訳をすることで、設問
の解答が導き出せることを自ら発見す
る。②班で協力して現代語訳や解答を
作成する。③周辺人物の行動によって
主人公の心情がどのように変化していっ
たのかを捉えて、解答を作成する。

【対話的な学び】班で協力して活動できているか。
【深い学び】班で解決できない時に、助言をする。3

音読。「京に
疾く上 げ 給
ひて」と思っ
たの はな ぜ
か。

•︎ 本文から「京」と上総の
国の違いを読み取り、主人
公が上京したい理由を説明
する【思考力・表現力】

①本文の現代語訳をすることで、設問
の解答が導き出せることを自ら発見す
る。②班で協力して現代語訳や解答を
作成。③本文の構造比較から「京」と
上総の国の違いを読み取る。

4

音読。「孝標
女 」 は な ぜ

「うち泣」い
たのか。

•︎ 主人公が「うち泣」いた
理由を本文から読み取り、
説明する【思考力・表現力】

①本文の現代語訳をすることで、設問
の解答が導き出せることを自ら発見す
る。②班で協力して現代語訳や解答を
作成する。③班で相談し、字数制限に
合わせて解答を作成する。

5
アウトプット。
紙芝居の
作成①

•︎本文の内容を紙芝居にす
るためにコマ割りをする【協
働性】　•︎ 現代語訳を小学
生にも理解できる言葉に変
換する【協働性】

①班の人数で本文のコマ割りをする。
②絵の統一を図り、その後、各自で担
当の箇所の絵と紙芝居原稿を考える。

【対話的な学び】班で意見交換しながら、活動を
進めているか。　【深い学び】各班を回り、相談
に乗る。

6
アウトプット。
紙芝居の
作成②

•︎本文の内容を紙芝居に起
こす【協 働 性 】　•︎ 重要古
語を分かりやすく台本に組
み込む【協働性】

①紙芝居の台本を班内で読み合わせ、
微調整を行う。②班ごとにリハーサルを
行う。

【対話的な学び】班の中で各自の役割に責任を持っ
て活動できているか。　【深い学び】各班を回り、
助言する。

•︎ 紙芝居
の台本

7
紙芝居の
発表と
深化学習

•︎ 聞き手に伝わりやすい工
夫をして発表する【表現力】
•︎「門出」に際する主人公
の複雑な心境を文構造から
探る【技能】

〈班活動〉紙芝居の発表を行い、評価
シートに記入する。

〈個の活動〉発展問題：「門出」の際の
涙の原因は悲しかったことだけなのか。

【対話的な学び】聞く姿勢や発表の姿勢を指導す
る。　【深い学び】紙芝居の発表を基に、本文の
構造について板書し、「主人公にとっての家とはど
のような場所であったのか」を問いかけ、本文に
隠された心情を考えるきっかけを与える。

•︎ 他者評
価シート
•︎自己評
価シート

8 まとめ
•︎「門出」に際する主人公
の複雑な心境を説明する

【思考力・判断力・表現力】

発展問題の解答について、生徒の解答
を全員で共有しながら、文構造を踏ま
えているか確認し、解答を書き直す。

【主体的な学び】【対話的な学び】論理的に解答
を書けるよう、他者の解答を共有・検討する。　【深
い学び】本文に表れてこない登場人物の心情を、
文構造の理解を根拠に導き出せることを伝える。

•︎ ワーク
シート

＊米林先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

単元の指導計画

【教科・科目】国語・古典Ｂ　【分野・単元】　古文・日記　【テーマ・作品】　『更級日記』より門出　【設定時数】全８時間の中の７時間目	
【単元目標】 登場人物の心情や当時の様子を想像することで、古典の世界に親しむ態度を養う

生
徒
の
声
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